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《第　14　号》


編集･発行


　亀山市レクリエーション協会


　事務局：亀山市本丸町577


　　　　　亀山市教育委員会スポーツ振興室内


　　　　　TEL 0595-84-5079





植田　恵昭（理事長）


小林　友子（事務局長）


小林　茂　 （理事・事業部長）


山﨑　佐代子（同・広報部長）


不破　為和（同）


西　　一郎（副会長）　　　





新しい〝レクの輪〟拡大へ





題　字　・　桜　井　義　之　会長
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「パンフレット」
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　亀山市レクリエーション協会は、会員が一体になって取り組んでいる多彩な活動を、市民の皆さんにＰＲ。共に盛り上げ、〝楽しく・役に立つレクリエーションの輪〟を、さらに大きく広げていくため、『パンフレット』の作成を進めています。


　この『パンフレット』は、（社）三重県レク協会の補助を得、年内に発行の予定です。会員の皆様の提言・意見など、ぜひお聞かせください。





　わが国で、第１回全国レク大会が開催（１９４４年・昭和22年）されて60年余。レクリエーション運動は、時代と共に全国各地まで広がってきました。この間、レク活動はしだいに多様化。特に21世紀に入ってからは、社会構造の変化→ライフスタイルの変化に合わせて、大きく変容を遂げています。


　結成４年目に入った亀山市レク協会も、余暇活用の従来型の活動から、「生活や人生そのものを豊かにするレクリエーション」「人と人、グループ、コミュニティ、地域社会をつなぐレクリエーション」「教育や福祉などの現場で役立つレクリエーション」を目指した活動に移していく取り組みに力を入れています。と同時に、その周知・推進を図るため「広報のさらなる充実」を活動の柱に置いて取り組んでいます。


　今回の『パンフレット』作成は、その一環として行う事業で、（社）三重県レクリエーション協会に申請していた補助金の助成が、このほど認められたので、発行に着手しました。


　県レクが、11ある地レクの


『パンフレット』作成に補助するのは、松阪・鈴鹿・いなべの３市に続き、亀山レクは４番目となります。


　これを受けて、亀山市レク協会は、さっそく準備に入り、６月の理事会で、①サイズ･･･Ａ４判（タテ21㌢、ヨコ29･７㌢）の三つ折。②４色刷り。③作成部数･･･１０００部。④発行･･･最終はＨ21年２月中。できれば、同年１月上旬開催の市町レクリエーション協会担当者会議までに間に合わせる―ことを決めました。


　さらに、７･８両月の理事会で、掲載内容は、①レク協を市民にＰＲできるものに仕上げる。②加盟団体の紹介（名称だけ）。③市レクが実施してきた主な行事―あそび・クラフト・セミナー・ウォークラリーなどを写真を中心に掲載。④レクリエーションとは何か。意義･目的を記載―などを申し合わせました。


　同時に、今後『パンフレット』の作成に当たるメンバーとして、別項の６人を選びました。当然、今後、作成過程の節目々々には、理事会･役員会に相談しチェックを重ねていくことにしています。
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　山﨑　佐代子





　協会設


テレビ･映画で評判のフラダンス


　





『パンフレット』について


検討する理事会　








■一般の方の傍聴を歓迎


　総会の構成は、各団体会員の代表と個人会員およびファミリー会員の代表となっていますが、会員以外の傍聴も歓迎します。


　レクリエーション活動に関心・興味のある方は、ぜひ参加ください。





今年は5/25(日)薫風の中





本年度定期総会開く








県レク協会の補助受け
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〝より良いパンフレット作成〟に会員の皆様のご助言･協力を　　


よろしくお願いいたします。　　　　





市レクの活動


を市民にＰＲ








